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覧
 

議舞 
讐難麟鷺麟難麟灘~ 

地元の人たちによる奉仕活動 

昭和33年 9 月 1日第三種郵便物認可 

、 

七
月
十
一
日

か
ら
は
じ
ま
っ

た
道
路
愛
護

は
「
私
た
ち
の
道

は
私
た
ち
の
手
で
」
 
の合
言
葉

で
早
朝
か
ら

炎
天
下
に
、

汗
と

ホ
コ
リ
の
奉
仕

作
業
が

つ
づ
け

ら
れ
て
さ
る

三
十

一
日
、
予
定

ど
お
り
終
り
ま
し
た
。
 

出
動
人
員
、
男
、

二
千
八
十

四
名
、
女
二
千
百
六

十
二
名
，
 

部
落
出
動
の
車
、

自
動
車
、

百

三
十
二
台
，

ト
レ
ー
ラ
ー
、
三

百
十
三
台
、

リ
ヤ
カ
ー
、
四
十
 

1
1
1
台
、
ネ
コ
車
、

四
百
七
十

一
一

台
、
投
入
砂
利
は
、

三
千
四
百
 

一
一」ー
」
、」L
片
J
ー
ー
 
ト
レ
 e

一
 
 

た
。
 

さ
る
三
十
一
日
、
百
十
四

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
が
で

き
あ

が
り
ま
し
た
。
 ほ
と
ん
ど

無
欠

席
の
市
長
、
助
役

の
陣
頭
指
揮

で
各
地
区
と
も
前
評
判
も

上
々

尻
上
り

に
好
調
に
整
備
改
良
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
に

は
、
地
元
民
に

ま
じ
っ

て
建
設
課
の
機
動
隊
、
 

詳
し

い
記
録
を
と
広
報
班
も
連

日
出
て
、
晴
天
に
も
恵

ま
れ
明

る
い
話
題
の
多
い

毎
日
で
し
た

ま
た
後
半
に
は

収
入
役
も
激

励
に
出
て
、
ま
さ
に

三
役
総
出

動
、
明
る
い
町
づ
く
り

に
対
す

る
たズ
浄
マバ
里
泥
」”
＆一
1
」
」上
う
で
 
 

す
。
部
落
内
を
く
ま
な

く
歩
く

市
長
の
健
脚
に
は
、
案
内
役

の

各
地
区
行
政
連

絡
員
も
感
服
し

き
り
、
汗
だ
く
の
説
明
、

陳
情

が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

「
地
元
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば

こ
の
よ
う
に
立
派

な
道
路
に
な

る
ん
だ
」
と
．
市
内
梅
田
地
区

の
無
償
土
地
提
供
で
で

き
あ
が

っ
た
両
側
側
溝

を
解
説
す
る
市

長
は
，
さ
ら
に
 
「市
民
の
ご

協

力
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
、
ど
ん
な

む
ず
か
し
い
こ
と
も
可
能
で
す
 

」
と
言
葉
を
つ
づ
け
る
（

写
真

右
下
）
 

四
年
間
も
つ
づ

い
て
い
る

こ

の
運
動
で
、

部
落
集
団

の
中
の

奉
仕

の
心
が
、
自
然
に
呼
び
起

こ
さ
れ
て
，
市
民
の
雰
囲
気

が

和
や
か
に
な
っ

て
き
た
こ
と
は

大
き
な
収
穫
と

な
り
ま
し
よ
う

市
で
は
、
道
路
改
良

の
陳
情
 
 

を
数
多
く
う
け
て
い
ま
す
が
、
 

い
ざ
と
い
う
と
き
に
な
っ
て
、
 

土
地
買
い
と
り
が
む
ず

か
し
か

っ
た
り
、
水
利
権
の
問
題
で
実

施
が
困
難
な
状
態
に
多
く
あ
っ

て
い
ま
す
。
行
政
は
市
民
の
総

意
に
よ
っ
て
動
く
も

の
、
や
は

り
関
係
地
元
の
方

々
の
協
力
と

理
解
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

ょ
い
道
路
建
設

は
近
代
生
活

を
左
右
す
る
も

の
で
す
。
明
る

く
豊
か
な
明

日
へ
の
生
活
を
築

く
た
め
に

道
路
改
良

は
不
可
欠

の
も
の
で
す
。
産
業

の
発
展
も

ま
た
道
路
か
ら

で
す
。
 こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
で
、

私
た
ち

の
住

む
町
を
よ
く
す
る
た

め
に
こ
の

運
動
を
持
続
さ
せ

た
い
も
の
だ

と
、
関
係
者
一
同
が
ね
が
っ

て

い
ま
す
。
 

ご
協
力
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
 

道路問題の陳清を受ける 



② 市政ニユース 

市長から表彰状を受ける 

轡驚欝麟騒挙鷺 

纏 

驚 

自
動
車
取
得
税

の
案
内
 

農
作
業

も

一
段
落
し
た
七

月
一
一
十
七

日
，
梅
泉
小
学
校

で
、
梅
沢
地
区
の
住
民
が
集
っ

て
県
、
市
民
税
完
納
を
祝
っ
て

地
区

住
民

の
熱
意
で
、
盛
大

な
納
税
祭
り
が
ひ
ら
か
れ
ま
し

た
。
 

現
在
、
同
地
区
に
は
十
三
の

納
税
貯
蓄
組
合
が
あ
り
、
全
戸

が
加
入
し
て
い
ま
す
、
昭
和
11一

十
八
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で
、
 

一
人
の
滞
納
者
も
な
く
、
完
納

の
偉
業
を
打
ち
た
て
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
そ
の
中
で
と
く
に

優
秀
な
組
合
、
個
人
に
対
し
て

表
彰
状
並
び
に
記
念
品
を
お
く

っ
て
、
そ
の
努
力
に
む
く
い
ま

し
た
。
 

式
後
、
斎
藤
又
四
郎

一
座
の

民
謡
を
満
喫
し
て
し
あ
わ
せ
な

一
日
を
終
り
ま
し
た
。
 

滞
納
を
な
く
し
て
 

明
る
い
町
づ
く
り
 

子
ど

も
会
リ
ー
ダ
 

ー
 
研
 

修
 
会
 

こ
と
し
も
城
ケ
倉
で
 

第
五
回
，
市
内
子
ど
も
会
ジ

ユ
 ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
、
 

市
、
市
教
育
委
員
会
、
市
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
の
共
催
、
市

福
祉
事
務
所
の
後
援
で
、
男
女

五
十
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
あ
つ
め

て
．
八
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
、
八

甲
田
城
ケ
倉
林
間
学
校
を
利
用

し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構

え
、
実
技
な
ど
に
つ
い
て
研
修

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
は
、
 

こ
う
し
た
少
年
団
体
の
活
動
が

活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
く
．
こ
ん
ご
広
く
全
市
内

に
少
年
団
体
が
結
成
さ
れ
る
よ

う
、
指
導
し
て
い
ま
す
 

七
月
一
日
よ
り
新
し
く
自
動

車
を
取
得
さ
れ
た
場
合
、
取
得

税
が
か
か
り
ま
す
d
 

こ
め
税
金
は
，
次
の
よ
う
な

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
れ
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
 

1
こ
の
税
金
は
、
道
路
整
備
の

た
め
に
つ
か
わ
れ
ま
す
。

一

県
下
の
自
動
車
台
数
は
、
十

一
万
七
千
台
、
県
民
十
二
人
に

一
台
の
割
合
で
す
が
、
こ
れ
に

ひ
き
か
え
道
路
整
備
が
お
く
れ

て
い
ま
す
。
 そ
こ
で
、
特
に
、
 

市
町
村
道
の
整
備
に
使
わ
れ
ま

す
。
 

2
自
動
車
を
取
得
し
た
人
に
か

か
り
ま
す
。
 

自
動
車
を
買
っ
た
り
、
も
ら

っ
た
り
し
た
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
月
賦
販
売
で
も
買
主
に
か

か
り
ま
す
。
 

し
か
し

ー
カ
月
以
内
に
返
品

し
た
と
き
は
、
納
め
た
税
金
は
 

七
月
二
十
八
日
か
ら
局
番
が

つ
き
次
の
よ
う
に
電
話
番
号
が

変
り
ま
し
た
の
で
、
お
手
元
の

控
を
ご
訂
正
く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
 
五
…
二
一
一
一
 
（代
 

)
 四

 
四
 

飯
詰
支
所
 
四
 

栄
支
所
 
四
 

三
好
支
所
 
四
 

松
島
支
所
 
四

中
川
支
所
 
四

毘
沙
門
出
張
所
 

四
 

中
央
公
民
館
 五

…
一
一
三
五一
一

市
民
文
化
会
館
 

四
…
三
】
九
一
 
（代
）
 

消
防
署
 
五

…
二
〇

】
九

社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
 

四
…
一
一
七三
一

西
北
中
央
病
院
 

五
…
」
二
】
一
（
代
）
 

同
分
院
 
五
…
二
二
八
二
 
（
代
 

)
 

 

四
・
三
一九
一
一
一
 

か
え
さ
れ
ま
す
。
 

3
課
税
さ
異
る
自
勧
車
と
、
さ

れ
な
い
自
動
車
 

課
税
の
対
象
は
、
軽
自
動
車

以
上
の
車
で
す
が
、
特
殊
自
動

車
と
二
輪
自
動
車
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
、
ま
た
ラ
ジ
オ
、
ヒ

ー
 

タ
ー
は
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
 

ス
ベ
ア
タ
イ
ャ
ー
、
工
具
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

4
税
率
は
取
得
価
額
の
三
％
、
 

免
税
費
は
十
万
円
で
す
。
 

自
動
車
を
も
ら
っ
た
と
き
や

安
く
買
っ
た
と
き
で
も
、
普
通

の
取
引
価
額
で
買
っ
た
も
の
と

し
て
課
税
し
ま
す
。
 

5
申
告
納
付
の
方
法
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

自
動
車
取
得
申
告
書
に
専
用

の
特
別
証
紙
を
は
っ
て
納
め
ま

す
。
 

な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
販
売
店
か
税
務
課

へ
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
市
外
局
番
は
，
〇
一

七
三
三
で
す
。
 

児
童

図
書
の
貸
出
 

市
立
図
書
館
（
中
央
公
民
館

内
）
 
では
、
こ
ん
ど
小
学
校
児

童
向
き
の
図
書
を
貸
出
い
た
し

ま
す
c
 五
年
以
上
の
児
童
は
、
 

本
人
が
来
て
直
接
登
録
す
る
と

借
り
ら
れ
ま
す
。
 四
年
以
下
の

児
童
に
つ
い
て
は
、
そ
の
父
兄

が
登
録
し
て
借
り
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
の
用
紙
は

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
図
書
館

内
で
読
む
と
き
は
登
録
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「家庭の日」 

今月は十八日です、家族そ

ろって海や山に出かけ楽し

い一日をすごしましよう。 

同
分
室
 

七
六
八
 

一
 

O
〇
11
1
 

九
四
四

九
四

一

九
四
五

九
四
一
一

九
四
三
 

一
 

五

一
八
 

市
役
所
関

係
の
電
話

番
号
変

更
の
お

知
ら
せ
 



晴
天

下
の

圧
巻
 

婦
人

会
、

青
年
団
合
同
 

体
育
大
会

開
か
れ

る
 

陸
上
競
技
の

部
で
は
中
川
連

合
青
年
団
が
優

勝
。
 

芸
能
文
化
、
 

体
育
の
部

の
総

合
で
は
梅
沢
連

合
青
年
団
が
優

勝
し
ま
し
た
。
 

婦
人
会
も
ま

た
、
若

い
も
の

に
負
け
じ
と
、
 

ハ
リ
キ
リ
様
は

青
年
団
以
上
、
 

珍
レ

ー
ス
、
好

レ
ー
ス
が
展
開

さ
れ
、
日
頃
の

疲
れ
も
消
し

と

ん
で
楽
し

い

一

日
で
あ
り
ま
し
 

七
月
二
十

一
日
、
日
本
晴
れ

の
北
斗
グ
ラ
ン
ド
で
、
第
一
回

青
年
団
、
婦
人
会

の
合
同
体
育

大
会
が
、
約

一
千
名
の
参
加
を

得
て
は
な
ば
な
し
く
開
か
れ
ま

し
た
。
 

社
会
教
育
団
体
の
代
表
と
い

う
べ
き
、
両
団
体
の
相
互
提
携

親
睦
を
か
ね
て
の
こ
の
大
会
は

第

】
回
を
記
念
す
る
に
ふ
さ
わ
 

し
い
も
の
で
、
麟
麟
難
舞
麟響
 

競
技
に
，
応
援

麟
 

ひ
ろ
げ
ら
れ
て
麟
 

達
成
し

成
功
を
総
 

収
め
ま
し
た
。
 
灘
畿

こ
の
大
会
が
凪
藤
難
 

の
予
選
を

か
ね
難
 

五
日
開
催
の
県
麟
麟
 

讐
鯵

麟

締
 

青
年
団単
位
驚
 

灘
鱗
 

市政＝ユース 

麟
難
）
「
鷺
響
 

に
熱
戦
か
く
り
麟
欝
 

所
期
の
目
的
を
鷺
 

護
緯

綾
織
 

」
廷
結
い
響
難
叫
 

鷺
 

（
麟
織
難
 

⑧
 
団

対
抗
の
結
果
麟

一
 

り
で
す
。
 

馴

麟

刻

麟
 

“
踊
発0
 
欝
難
識

り
ま
す
。
 鷺
鷺
 

麟
）
）
臓
 

難
難
鷲
一
 

た
。
 

写
真
説
明
 

パ
レ
ー
ド
開
始
 

婦
人
会
の
袋
か
け
競
技
 

窮 

,, F, If 

映
画
教
室
日
程

表
 

八
月
分
 

8
月

9
日
高
野
 
分
館
信

号
は
青

だ
っ
た
松
島
団
地
七
・
〇
く
 

。。
月

1
2日
 
浅
井
 
分
館
 
“
 

"
 
"
 

8
月

1
6日

稲
実
  
分
館
子
供
が
嘘

を
つ
く
時
松
島
団
地
 
”
 

8
月

1
9日
 
水
野
尾
分
館
信

号
は
青
だ

っ
た
 
松
島
団
地
 
“
 

t
月
パ
＼
日
原

子
 
分
館
 
”
 

8
月

2
6日

梅
田
 

分
館
 
”
 

8
月

3
0日
福

岡
 
分
館
 
”
 

分 

日
 
分
 
館
 

名
 
題
 

名
 
時

間
 

西
北
中
央
病
院
 

で

防
火

訓
練
 

高
層
建
築
．

大
人
員
を
収
容

し
て
い
る
病
院
で

の
災
害
は
、
 

往

々
に
し
て
大
き
な
混
乱
を
ま

き
起
し
、

思
わ
ぬ
大
事

に
い
た

る
の
が
し
ば
し
ば
で
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
に
対
処
す
る

に
は
、
日
頃
の
訓
練
が
大
切
で

あ
る

の
で
、
中
央
病
院
で
は
職

員
で
自
衛
消
防
隊
を
結
成
し
て

有
事
の
際
の
人
命
尊
重
に
真
剣

に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
 

七
月
二
十
三
日
、
市
消
防
署

と
連
絡
を
密
に
防
火
訓
練
を
実

施
、
多
く
の
成
果
を
お
さ
め
て

滞
り
な
く
終
了
し

ま
し
た
。
 

敷
島
分
院
で
も
、

二
十
五
日

実
施
、
と
も
に
不
慮
の
災
害
を

想
定
し

て
の
訓
練
は
見
事
な
も

の
と
、
観
覧
の
市
民

の
好
評
を

博
し

て
い
ま
す
。
 

市
内
各
分
館

の
映
画
 

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
各

分
館
で

は
、
地
域
の
公
民
館
活

動

の

一
環
と
し
て
、
映
画
教
室

の
開
催
を
計
画
し
ま
し
た
。
 フ

イ
ル

ム
や
、
機
械

は
中
央
公
民

館

の
協
力

に
よ
る
も
の
で
す
が
 

勤
労

青
少
年

に
旅
客
運

賃
割
引

の
お

知
ら

せ
 

お
盆
に
、
帰
郷
す
る
勤
労
青

少
年
に
対
し
、
国
鉄
お
よ
び

一

部
の
私
鉄
、
船
に
お
い
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
 八
月
二
十
日

ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

◆
対
象
 

1
満

1
5才
か
ら

2
0才
未
満

の
方
 

2
就
職

の
と
き
，
住
居
を
移
転

し
た
方
。
 

◆
割
引
運
賃
 

片
道
百

キ

ロ
以
上
で
、

二
等

往
復
運
賃
が

2
割
引
で
す
。
 

◆
割
引
証

交
付
の
手
続
は
 

1
事
務
所
に
雇
わ
れ
て
る
方
は

所
轄

の
労
働
基
準
監
督
署
、
 

2
お
手
伝
さ
ん
は
、
青
森
婦
人

少
年
室

へ
電
話
ま
た
は
郵
便

で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
 

（
青
森
市
横
山
町

一
五
六
。
 

電
話
⑤

一
〇
三
三
）・

 

教
室
の

お
し

ら
せ
 

映
画
を

通
し
て
、
よ
り
ょ
い
地

域
づ
く
り

の
た
め
に
、
是
非
と

も
ご
ら

ん
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

日
程
と
題
名
は
つ
ぎ

の
と
お
り

で
す
。
 

鶏 
救命袋での脱出訓練 



④
 

市政ニユース 

(@ 

よ
っ
ぱら
ヴ
 

に
は

）
 

)
 

夏の交通事故をなくしましよう 

自衛官募集 

くわしくは市民課へ 

青
森
県
、
青

森
県
並
に
市
交

通
対
策
協
議
会

の
主
唱
で
、
七

月
二
十
八
日
か

ら
八
月
二
十
日

ま
で
、
夏
の
交

通

安
全

運
動

が
実
施
さ
れ
ま

す
。
 お
そ
ろ
し

い
、・
交
通
事
故

を
な
く
す
る
た

め
に
、
み
ん
な

が
注
意
し
て
、
 

安
全
を
守
る
よ

う
に
し
ま
し
よ

う
。
 

※
歩
行
者
の
と

び
出
し
事
故

を
な
く
し
ま

し
よ
う
ノ

※
酒
酔
い
運
転
 

に
よ
る
事
故
を
な
く
し
ま
し

よ
Aノ
ノ・

 

※
過
労
、
い
ね
む
り
運
転
に
よ

る
事
故
を
な
く
し
ま
し
よ
う

ノ
 

家
出
人
、

ゆ
く
え
不
明

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
 

警
察
で
は
み
な
さ
ま
か
ら
家

出
人
の
相
談
を
う
け
て
か
ら
所

在
の
発
見
や
行
先
の
調
査
に
つ

と
め
て
い
ま
す
が
．
い
ま
だ
に

手
が
か
り
の
な
い
方
も
相
当
数

あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
消
息
の
わ
か
ら
な

い
方
の
中
に
は
、
事
故
や
、
病

死
、
自
殺
な
ど
で
異
郷
の
地
に

眠
っ
て
い
る
方
が
多
数
あ
る
と

思
い
ま
す
。
 こ
の
よ
う
な
不
幸

な
方
々
を
一
刻
も
早
く
身
寄
り
 
 

の
方
に
帰
す
た
め
に
、
八
月
一

日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
各
警
察

署
に
記
録
や
写
真
を
準
備
し
て

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

心
あ
た
り
の
方
は
、
近
く
の

警
察
署
．
駐
在
所
に
遠
慮
な
く

お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

交
通
反
則
通
告
制
度
 

交
通
違
反
の
処
理
を
早
く
す

る
た
め
、
信
号
無
視
、
駐
車
違

反
、
追
い
越
し
違
反
、
通
行
区

分
違
反
、
免
許
不
携
帯
、
最
高

速
度
違
反
な
ど
、

一
見
明
白
で

型
の
き
ま
っ
た
比
較
的
経
微
な

違
反
を
犯
し
た
も
の
を
、
直
ち

に
刑
事
処
分
と
し
な
い
で
、
 一

定
額
の
反
則
金
を
納
付
す
れ
ば

起
訴
を
ま
ぬ
が
れ
る
と
い
う
制

度
を
七
月
一
日
か
ら
実
施
中
で

す
。
 

△
子
ど
も
の
心
配
ご
と
は
V
 

家
庭

児
童

相
談
室
へ
 

相
談
無
料
秘
密
は
守
り
ま
す

月
、
火
，
水
．
木
、
金
の
五
日

い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
 市
福
祉
事
務
所
内
に
お
気
 
 

軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

県
民
体

育
大
会
 

参

加

者
募
集
 

第
二
十
三
回
、
県
民
体
育
大

会
が
、
九
月
七
日
 
（
土）
、
八

日
 
（
日）
 
の二
日
間
、
板
柳
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

五
所
川
原
か
ら
は
次
の
種
目

に
参
加
す
る
予
定
で
す
か
ら
、
 

出
場
ご
希
望
の
方
は
、
八
月
十

日
ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会
ま

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

陸
上
競
技
（

一
人
二
種
目
 

)
  

男
子
、
百
米
，
四
百
米
、
八

百
米
、
千
五
百
米
，
 

十
マ
イ
ル
、
走
巾
跳

砲
丸
投
 

女
子
、
百
米
、
二
百
米
、
走

巾
跳
、
砲
丸
投
．
 

相
撲
、
 
（
七
名

ー
チ

ー
 

ム
）
 

パ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
 （男
女

と
も
、
九
人
制
）
 

卓
球

（男
三

名
、
 女

三

名
）
 

剣
道
（
五
名
ー
チ

ー
ム
）
 

軟
式
野
球
、
 （
満
三十
八

才
以
上
）
 

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
 

◇
選
手
は
選
考
委
員
会
で
氷
定

し
ま
す
。
 

◇
種
目
に
よ
り
、
資
格
制
限
や

競
技
規
則
に
そ
れ
ぞ
か
制
約

が
あ
り
ま
す
。
 

N
H
K
だ
よ
り
 

津
軽
を
取
材
し
た
八
月
放
送
 

予
定
の
テ
レ
ビ
番
組
を
お
知
ら
 

せ
し
ま
す
 

＠
新
日
本
紀
行
「
津
軽
海
峡
」
 

放
送
日
 
八
月
十
二
日
 

十
九
時
三
十
分

青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
竜
飛

フ
エ
リ
ー
ポ
ー
ト
で
に
ぎ
わ
う

大
間
、
海
峡
で
の
イ
カ
ワ
リ
を

紹
介
、
 

⑥
津
軽
三
味
線
 

放
送
日
．
八
月
二
十
六
日
 

十
三
時
五
分

流
浪
の
師
と
い
わ
れ
た
黒
川

桃
太
郎
の
情
熱
と
津
軽
人
の
気

質
を
描
き
、
津
軽
三
味
線
の
魅

力
を
紹
介
す
る
。
 

⑥
西
海
岸
キ
ヤ
ラ
パ
ン
 

八
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日

ま
で
十
三
時
五
分
 

節
水
に
ご
協
力
下
さ
い
 

連
日
の
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

に
水
の
消
費
量
は
急
激
に
増
え

て
、
水
源
は
い
ま
危
機
に
立
っ

て
い
ま
す
。
 

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
飲
料
木
の
確
保
に
、
懸
命
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
節
水

に
は
、
特
別
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

（水
道
課
）
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